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― スローガン ― 

つなごう人の輪、 

守ろう地域の輪 

発 行 所 

 大津市におの浜 4 丁目 3－26 

 社会福祉法人 

  滋賀県母子福祉のぞみ会 

   電 話 077-522-2951 

   ＦＡＸ 077-521-5082 

発 行 人 中 島  みどり 

シェアハウス始動に向け、のぞみ会郡市会長の皆さんお忙しい中

お集まりいただき、おそろいの青いシャツでチーム一丸となって、

シェアハウスの入居に向けた準備をして下さいました。 

ひとり親の皆さんが、親子で生活する拠点となるシェアハウス。 

名称は「のぞみ♡ハウス」です。気持ちよく暮らしていただける

ように、心を込めて整備や家具の配置など行いました。 

シェアハウス立ち上げにあたり家具家電等の寄付いただきました

皆様方、心より感謝申し上げます。 

～母子家庭のための多機能型シェアハウス～ 

のぞみ♡ハウス 

開設しました！ 

県立広島大学 田中聡子教授のご指導の下、

全５回の研修会が行われました。田中先生の

熱のこもった講義を参加者の皆さんは真剣な

表情で聞き入っておられました。 

 

研修会も行いました！ 赤い羽根福祉基金 授与式! 

 シェアハウス事業は中央共同募金会の「赤い
羽根福祉基金」の助成金をいただき活動いたし

ます。4月 20日にリモートで助成団体の授与式

が行われました。 

多機能型シェアハウス 
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フードパントリー事業の取り組み 

                     高島市  立岡 孝子 

 「フードパントリー」この言葉をご存知ですか？ 

 高島市では昨年の 4月よりのぞみ会事業の一環として取り組んでおります。 

 この事業を始めるに至ったのは、昨年 3 月に「フードパントリー」開催の情報を耳にして母子部長

と出向きました。主催者の方からの「のぞみ会員の方にも」との声かけを頂き早速母子部グループ LINE

で連絡したところ沢山の方が参加されいろいろな物資を頂き喜んで持ち帰られる姿を拝見する中で、

「のぞみ会」の事業として取り組む事を決めたのが第一歩です。 

「フードバンクびわ湖」・行政・個人の皆様方から、米、野菜、冷凍食品、日用品、菓子類等、

コロナ禍の中での休校による学校給食休止による食材の提供を頂き、昨年度は 7回実施いたしました。 

家庭に於いては、春休み、在宅学習の為の食費の負担増等が大変な時期での本事業は会員の皆様に

大変喜ばれ重宝されました。又、この事業を通して、母子会員の新規加入者も増え会員増強に繋がり

ました。現在は、母子部が主体となり活動をしていますが、寡婦会員も協力し母子・寡婦の相互扶助

目的事業として重要な位置付けになっております。「フードバンクびわ湖たかしま」の組織参入で、

対外的には広報等で紹介をして頂く事も多々あり、のぞみ会活動の周知にも繋がっております。 

今年度新規事業として、「テイクアウトのお弁当」提供を計画しました。第 1回目は 6月 5日の土曜日

の夕食対応に母子会員とひとり暮らしの寡婦を対象に 80食を配布しました。この夕食の食材につきま

しても、県のぞみ会、フードバンクびわ湖たかしまの協力を頂き会員の方々に喜んで頂きました。 

テイクアウト事業も寡婦会員の協力なくして出来ない事業です。母子会員、寡婦会員がお互いの立場

を理解することが会の発展、活性化に繋がるのではないかと思います。 

コロナ禍において               大津市 坂下 ふじ子 

 

新型コロナウイルス感染拡大という災禍は、ひとり親家庭の不安定な就労が、直接的に大打撃を受け、

家計を脅かしました。 

「収入が減った」、「食べる物に困っている」、「お金がない」などの相談がとても多く、少しでも笑顔

になってもらえたらと考えた結果、「のぞみちゃん BOX」の設置を始めました。「のぞみちゃん BOX」は、

食材寄付を（日用品や学用品も）お願いをする BOXです。ぜひご協力をお願いいたします。 

以前より、緊急食料支援として、フードバンクさんや有志の方々から頂いたものを、配布していまし

たが、コロナウイルス感染症が継続する中で、食料支援を求める世帯が増加する一方です。 

困窮するひとり親家庭への食料支援等について、今後も継続して実施できるよう、役員一同、支援食

料の確保に努めていきます。加えて、精神面でも落ち込んでいるひとり親家庭さんに寄り添った支援が

できるよう気持ちを引き締め、微力ではございますが、がんばってまいります。 
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「のぞみ子ども食堂」の活動を継続中！ 

                          彦根市   瀧居 順子 

 

彦根市母子福祉のぞみ会では、“食”を通した子どもの居場所「のぞみ子ども

食堂」の活動を実践しています。県社協より助成金の交付を受けて、平成 28年

7月に活動を始めました。 

令和元年からは彦根市社協よりの助成金と自己財源や寄付等で活動を続け、

今年の 7月で 6年目を迎えました。ご支援や協力を得て、今までに 53回開催

しました。 

また、平成 29年から 2年間、市内のＮＰＯ法人と連携し、「ひとり親家庭

の子どもの居場所づくり事業」で昼食を担当しました。1年目はのぞみ会単独

で、2年目はＮＰＯ法人の子ども食堂にスタッフとして参加したことで、よい

経験ができ、学んだことを活かしています。 

開催は毎月第１土曜日の 9時 30分～13時まで、参加者は子ども 20人、

大人 10人程度です。彦根市社協・「フードバンクひこね」からの提供や協力

してくださる方からの野菜を活用することもあり、助かっています。朝 9時

から、旬の食材を使ったメニューをお母さん達と頑張って作っています。   

ちらしずし・手作り 

ハンバーグ弁当 

 

たくさんの善意が 

詰まったお弁当 

 作業は分担して行い、調理や盛り付けに工夫をしています。ごはんができる間、赤ちゃんから高校生

まで、紙芝居や自分達で考えた遊びをしていました 

昨年の 6月からは、新型コロナの影響でテイクアウトにして継続中です。お弁当は 25世帯 80食と

増えています。コロナが収まって早く元に戻り、子ども達の笑顔が見られ、お母さん方に喜んでもらえ

るよう活動していきたいと思います。 

 

長引く新型コロナウイルス感染拡大の影響で、収入がますます

減少し、困っているひとり親家庭が増えています。 

「食事を 1日 2回にした」、「十分に食べさせてあげられなく、

子どもの体重が減った」、「私は我慢しても、子どもにはおなか

一杯食べさせてあげたい」などの声を聞き、少しでも支援がで

きる様に寄付を集めています。インスタント食品や、レトルト、

缶詰、お米、日用品（石鹸、洗剤等）も受け付けています。 

是非ご協力よろしくお願いいたします。 

前回の開催時に、ご寄付

いただいたものです。 

いつもありがとうござ

います。 
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滋賀県内のひとり親家庭の親子を対象に、のぞみ会と

Lull.kさんがコラボしてのぞみ荘で美容のお手伝いを

いたします！！ 

 

日 時：毎月第 3土曜日 

10時～16時 

場 所：のぞみ荘 

（大津市におの浜 4丁目 3番 26号） 

料 金：親子カット 1,500円 

     子どものみカット 500円 

     高校生以上は大人料金となります。 

 

 ※完全予約制になるので、事前に電話・LINEで予約

いただきますようにお願いいたします。 

 

「大津市内の子ども食堂共有会」について 

令和 3年 6月 18日金曜日、明日都大会議室にて午前 10時から午前 11時半迄大津市社会福祉協議会

主催の「大津市内の子ども食堂共有会」が開催され、Zoomで参加いたしました。 

 参加者の自己紹介に始まり、滋賀県社会福祉協議会より情報提供として、①県内子ども食堂の現状、

②コロナの感染対策、③その他子ども支援について話があり、その後アンケートにより出てきた項目

について、グループに分かれて話し合いの場を持ちました。 

私達「のぞみちゃん食堂」はコロナ禍における子ども食堂での対応について話しました。保育園で

子ども食堂を実施している団体の方は、感染対策の配慮にご苦労されていました。他の団体は、主な

対象は高校生でしたが、手作りは中止し、社会福祉協議会からいただいた商品券を使ってお弁当を購

入し味噌汁を作り、みんなで美味しくいただいたとのことです。「のぞみちゃん食堂」では、大学生の

ボランティアに学習支援の場に入ってもらい、子どもたちの宿題を一緒に取り組んで頂きます。学習

の後は皆で食事を頂いて、お兄さんや、お姉さんたちと楽しくゲームをするなどして過ごしました。

お母さんは子どもと離れて、買い物に出かけるなど、リフレッシュする時間を持ってもらい、親子共々

笑顔でのぞみ荘を後にする姿を見送りました。コロナの緊急事態宣言が出されてからは、郡市の役員

さんが中心になってテイクアウト弁当を作り、配布し対応しています。遠方から車で来るお母さんは、

ここに来ることが、小旅行のようで親子共々楽しみにしていますとの喜びの声を聞き、私たちの大き

な励みとなっています。 
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第１回 ひとり親家庭♡交流カフェ 

   令和 3年 6月 19日土曜日、今年度第 1回目の「ひとり親♡交流カフェ」を実施しました。今回

のテーマは「かんたんアロマクラフト教室」、皆さんでハンドクリームを作りました。 

 JAA認定アロマスクールを主宰されている講師の須田香織先生と助手の大城さんのサポートの

もと参加者 12名で、楽しみながらアロマについての知識を学び、ハンドクリームを作りました。

交流会では、初めて参加されたお母さんがリピーターのお母さんより、先輩としてのアドバイス

などを受けられていました。子育てや仕事のこと、コロナのことなど、日ごろなかなか同じ立場

の仲間と話す機会に恵まれませんが、交流会で和気あいあいと打ち解けて話すことで、ともに笑い、

ストレス発散をされていました。 

8月 1日より『大津市ひとり親家庭等日常生活支援事業』をのぞみ会で行うことになりました。 

日常生活支援事業とは…自立促進（資格取得や就職活動）や社会的自立（疾病、冠婚葬祭、

学校等の公式行事）や生活環境が激変した場合など、家庭生活支援員を派遣いたします。 

 

 支援内容 支援場所 

生活支援 

家事（食事の用意、掃除、必需品の買物） 

子どものお世話及びこれに付随する援助（保育園・

児童クラブの送迎を含む） 

利用者の自宅 

子育て支援 子どものお世話およびこれに付随する援助など 
支援員の自宅 

※講習会場 

 

利用方法→事前に大津市役所子ども家庭課で利用の登録をお願いします。利用したい日の３日

前までにご連絡をいただければ支援員を手配いたします。初めて利用される方については、事前

に面談を行います。1か月の利用時間数は、１事由につき 10日 40時間が最大となります。利用ご

希望の方は、のぞみ会までお問合せ下さい。 

 

【利用料金】 生活保護世帯・非課税世帯    0円 

       児童扶養手当支給水準の世帯 70円～150円 

       上記以外の世帯       150円～300円 

 

←アロマクラフト

作成の様子です。 

みんなで和気あい

あいされていまし

た♪ 
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あなたがもらえる可能性のある雇用関係の給付金をチェックしましょう。 

① 休業手当がもらえなかった → 休業支援金 

■ 新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金コールセンター：0120-221-276 

② 仕事をやめて職探し中   → 雇用保険（求職者給付） 

③ 雇用保険が対象外だった  → 求職者支援制度（職業訓練受講給付金） 

  ■ 各市町のハローワーク 

※これらの給付金以外にも、緊急小口資金等の特例貸付、住宅確保給付金、生活保護制度があります。 

  

 子育て世帯の支援のため、新たな給付金の支給を実施します！ 

1、支給対象者 ①②の両方に当てはまる方（※ひとり親世帯分の給付金を受け取った方を除く） 

① 令和 3年 3月 31日時点で 18歳未満の児童（障害児の場合、20歳未満）を養育する父母等 

（※令和 4年 2月末までに生まれた新生児等も対象になります。） 

② ・令和 3年度住民税（均等割）が非課税の方 または、 

・令和 3年 1月 1日以降の収入が急変し、住民税非課税相当の収入となった方 

2、支給額 

   児童 1人当たり 一律 5万円 

申請が必要な方と不要な方とあります。詳しくは、下記問い合わせ先まで 

■ 厚生労働省 コールセンター 0120-811-166 （受付時間：平日 9：00～18：00） 

ご協力ありがとうございました。             

（企業・団体）                        

株式会社 高瀬装束店（草津市）                

株式会社 英機工（彦根市）                  

代表取締役 西川 英喜様                   

小林医院（彦根市）                      

小林 進 様                         

（個人）                        

山口 剛 様 

【賛助会員募集中】 

本会はひとり親家庭・寡婦の生活の安定と子ども

の健やかな成長を願い様々な取り組みを行って

いる団体です。私たちの活動に賛同し、支援して

下さる方々を募集しております。1口 1000円～    

 日常生活支援事業でひとり親家庭の支援をしていた

だける方を募集しております。 

【資格要件】 

<生活支援> 

介護初任者研修（旧ホームヘルパー3級も可）、看護師、

介護福祉士のいずれかの資格を有する方。 

<子育て支援> 

保育士、幼稚園教諭、看護師のいずれかの資格を有する

方。保育に係る一定の研修を修了した方。 

 

【派遣手当】 

生活支援…1時間 1,860円（早朝・夜間 2,320円） 

子育て支援…1時間 900円（早朝・夜間 1,120円）                                                 

<あとがき> 長引くコロナ禍で大変な生活をされているひとり親家庭が多くあります。シェアハウス事業

を通じて、そのような方々の気持ちに寄り添い、自立に向けての支援を努めて参りますので、今後とも

よろしくお願い申し上げます。今回の発行におきまして皆様のご協力ありがとうございました。 


